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(57)【要約】
【課題】 内燃機関の排気ガスシステム内に配置されて
いるセンサの過熱が避けられるように、センサの電気的
加熱のための制御方法および装置を提供する。
【解決手段】 内燃機関の排気ガスシステム内に配置さ
れているセンサの電気的加熱のための制御方法において
、センサの全加熱出力（４２）が制御され、且つセンサ
の温度の実際値（３３）が特性パラメータ、例えば抵抗
の測定によって決定される。定格加熱出力（４１）が、
特性マップ（２０）を介して内燃機関の運転ポイント（
３０、３１）に応じて決定される。制御加熱出力（４０
）が、制御器（１０）において温度の実際値（３３）と
新しい目標値（３４）とから決定される。全加熱出力（
４２）が、定格加熱出力（４１）と制御加熱出力（４０
）との和として生成される。
【選択図】 図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱のための制御方法
であって、その際、センサの全加熱出力（４２）が制御され、且つセンサの温度の実際値
（３３）が特性パラメータ、例えば抵抗の測定によって決定される制御方法において、
　定格加熱出力（４１）が、特性マップ（２０）を介して内燃機関の運転ポイント（３０
、３１）に応じて決定されること、
　制御加熱出力（４０）が、制御器（１０）において温度の実際値（３３）と新しい目標
値（３４）とから決定されること、及び
　全加熱出力（４２）が、定格加熱出力（４１）と制御加熱出力（４０）との和として生
成されること、
を特徴とするセンサの電気的加熱のための制御方法。
【請求項２】
　前記センサの温度の実際値（３３）が、センサの内部抵抗の測定によって決定されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の制御方法。
【請求項３】
　前記特性パラメータが、前記加熱出力が安定に保たれるように後追い調整されることを
特徴とする請求項１または２に記載の制御方法。
【請求項４】
　前記特性パラメータが、新しい目標値（３４）または温度の実際値（３３）であること
を特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の制御方法。
【請求項５】
　制御加熱出力（４０）の変化のダイナミクスが、故障した加熱装置、即ち加熱出力の低
下の診断のために用いられることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の制御
方法。
【請求項６】
　前記センサの故障或いは老化が、温度の実際値（３３）の変化が最大の大きさに達して
いることによって確認されることを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の制御
方法。
【請求項７】
　温度の実際値（３３）の後追い調整が、制御加熱出力（４０）の後追い調整よりもはっ
きりと時間をかけて行われることを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の制御
方法。
【請求項８】
　前記センサの交換の検知が、制御加熱出力（４０）の評価によって行われることを特徴
とする請求項１ないし７のいずれかに記載の制御方法。
【請求項９】
　制御器（１０）の制御パラメータ（３２）が、運転ポイント（３０、３１）に応じて確
定されることを特徴とする請求項１ないし８のいずれかに記載の制御方法。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれかに記載の制御方法を実施するための、内燃機関の排気ガス
システム内に配置されたセンサの電気的加熱のための制御装置において、
　特性マップ（２０）と制御器（１０）とが加算段階（２１）を通して接続されることを
特徴とするセンサの電気的加熱のための制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱の制御
及び制御のための方法であって、その際センサの全加熱出力が制御され、またセンサの温
度の実際値が特性パラメータ、例えば抵抗の測定によって定められる方法に関する。



(3) JP 2012-163110 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

【０００２】
　本発明は更に、内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱の
制御及び制御のための装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　最近の自動車では一般に、内燃機関の排気ガスシステム内に、一定の温度をオーバーし
た後に始めて作動可能状態となる、少なくとも一つのセンサが配置されている。その際、
このセンサは、例えばラムダセンサとすることができる。このセンサは、センサをかすめ
て流れ過ぎて行く熱い排気ガスによって加熱される。運転中に、センサは一般に、７５０
℃の定格温度となっていなければならないであろう。スタートの後、センサが最低温度に
できるだけ速やかに到達し、また排気ガスの加熱能力だけでは十分でない運転領域内にお
いても確実に到達できるようにするために、通常、電気的加熱装置がセンサに備えられて
いる。その加熱装置が故障した場合には、センサの機能は大幅に制限されることがある。
【０００４】
　ＤＥ ３９２８ ７０９ Ａ１ から、排気ガスセンサとそのリード線のための加熱装置の
機能をチェックするための方法及び装置が知られている。それによれば、加熱装置のスイ
ッチオンの後、連続する二つの時点で排気ガスセンサの作動可能状態が測定される。第一
の時間の経過後にセンサの作動可能状態に問題があり、且つ第二の時間の経過後も続いて
いる場合には、加熱装置の故障という判定が下される。その際、この機能診断は、加熱装
置がスイッチオンされ且つ作動可能状態にあれば、排気ガスセンサが排気ガスだけによる
加熱の場合よりもより速やかにその最低作動温度に到達するという仮定を根拠としている
。それ故、この方法は、排気ガスセンサの作動可能状態をチェックするために適している
。この方法によって、排気ガス関連部分の故障（センサの加熱もそれに含まれる）が検知
され且つ表示されることを求めているカリフォルニア環境当局（ＣＡＲＢ：カリフォルニ
ア大気資源委員会）の要求が満たされる。ヨーロッパ市場においても、熱流或いはそれに
代わるものの大きさを監視することが指示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱
の定格加熱出力及び制御加熱出力を決定し、両者の加熱出力の和としての全加熱出力を、
センサの過熱が避けられるように監視する方法を提供することである。
【０００６】
　更に、本発明の課題は、該方法の実施のための装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱
のための制御方法であって、その際、センサの全加熱出力が制御され、且つセンサの温度
の実際値が特性パラメータ、例えば抵抗の測定によって決定される制御方法において、定
格加熱出力が、特性マップを介して内燃機関の運転ポイントに応じて決定され、制御加熱
出力が、制御器において温度の実際値と新しい目標値とから決定され、全加熱出力が、定
格加熱出力と制御加熱出力との和として生成される。
【０００８】
　本発明の装置に関する課題は、特性マップと制御器とが加算段階を通じて結合されてい
る、ということによって解決されている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、センサのセラミックスの過熱が又それと共に老化作用の過剰補正が防
止される。更に、制御器の制御余裕が運転ポイントの広い範囲にわたって保持される。測
定抵抗やアナログ／デジタル変換器を省くことができるということによって、コスト上の
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優位性も生まれる。
【００１０】
　センサの温度の実際値をセンサの内部抵抗の測定によって確定することによって、本発
明の方法は、特にコスト的に有利に実施することができる。
【００１１】
　加熱出力が安定に維持されるように温度決定（特性）パラメータを後追い調整して行け
ば、制御器の制御余裕を、運転ポイントの広い領域にわたって保持することができる。そ
の際、前記の後追い調整とは、温度決定パラメータの或る種の修正の手法を意味している
。
【００１２】
　本発明の方法の一つの簡単な実施例では、前記の温度決定パラメータを、新しい目標値
或いは温度の実際値とするということが想定されている。
【００１３】
　制御加熱出力の変化のダイナミクス（動特性）が、故障した加熱装置（加熱出力の低下
）の診断のために用いられるということによって、ネルンストセル特性の変化と、例えば
分路による加熱出力の低下との間の弁別が達成される。
【００１４】
　本発明の方法の、簡単化されてはいるが確実な一つの拡張例では、故障した或いは老化
したセンサが、温度の実際値の変化が最大の大きさに達していることによって確認される
ということが想定されている。
【００１５】
　加熱出力の低下からのネルンストセル特性の変化の分離は、温度の実際値の後追い調整
は、制御加熱出力の後追い調整よりもはっきりと時間をかけて行われることによって、実
現される。
【００１６】
　本発明の方法のメンテナンスの場合に有利な一つの拡張例では、起こり得る故障の原因
はセンサの交換の際に防止されるので、センサの交換の検知が、制御加熱出力の評価によ
って行われるということが想定されている。
【００１７】
　制御器の制御パラメータを運転ポイントに応じて確定すれば、センサ温度の目標値から
の偏差をとりわけ小さくすることができる。
【００１８】
　本発明の、内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱のため
の制御装置よれば、特性マップと制御器とが加算段階を通じて結合されていることによっ
て、排気ガスセンサの過熱を防止する特別に簡単に組み立てられた装置が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明を適用することのできる技術的環境の略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１には、本発明を適用することのできる技術的環境の原理図が非常に図式化されたブ
ロック図の形で示されている。
【００２１】
　図１は、本発明を適用することのできる技術的環境の略図を示している。特性マップ（
２０）を通して、内燃機関の幾つかの運転ポイント（３０、３１）に依存して、公称ネル
ンストセル特性を有する新しいセンサのための定格加熱出力（４１）が出力される。運転
ポイント（３０、３１）は、例えばエンジン回転数及び／又は負荷及び／又は排気ガス温
度及び／又は排気ガス流量とすることができる。特性マップ（２０）は、これによって予
備制御装置の性格を持つ。この予備制御装置には、温度の実際値（３３）と新しい目標値
（３４）とから得られる残留差をセンサの内部抵抗の測定によって制御する制御器（１０
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呼ばれる。重ね合わせの結果として得られる全加熱出力（４２）は、加算段階（２１）で
形成され、標準化装置（２２）と制限装置（２３）とを経て、上述の値から定められたオ
ンオフ比（４３）でセンサに送り込まれる。
【００２２】
　その際、制御器（１０）は更に、ここでは詳しくは明示されない制御パラメータ（３２
）によって影響されることがある。例えば温度決定パラメータが、加熱出力が安定に留ま
るように後追い調整されれば、制御器（１０）の制御余裕は、運転ポイントの広い範囲に
わたって保持されることができる。温度決定パラメータは、目標値の温度決定装置（２４
）の修正として用いられる新しい目標値（３４）であると想定することができる。制御加
熱出力（４０）の変化速度（３５）は、フェードアウト装置（２５）のための入力値とな
る。その後に接続されている閾値発生装置（２６）は、フェードアウト装置（２５）と判
定装置（２８）との差から目標値の温度決定（２４）を行う。ネルンストセル特性と加熱
出力の低下とが弁別されることによって、センサの老化に関する診断装置（２７）を通し
て、制御加熱出力（４０）の変化のダイナミクスを、加熱装置の故障を表示するために利
用することができる。
【符号の説明】
【００２３】
１０…制御器
２０…特性マップ
２１…加算段階
２２…標準化装置
２３…制限装置
２４…目標値の温度決定装置
２５…フェードアウト装置
２６…閾値発生装置
２７…診断装置
２８…判定装置
３０、３１…運転ポイント
３２…制御パラメータ
３３…温度の実際値
３４…新しい目標値
３５…制御加熱出力の変化速度
４０…制御加熱出力
４１…定格加熱出力
４２…全加熱出力
４３…オンオフ比
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月25日(2012.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の排気ガスシステム内に配置されているセンサの電気的加熱のための制御方法
であって、センサの全加熱出力（４２）が制御され、且つ前記センサの温度の実際値（３
３）が特性パラメータの測定によって決定される、センサの電気的加熱のための制御方法
において、
　定格加熱出力（４１）が、特性マップ（２０）を介して内燃機関の運転ポイント（３０
、３１）に応じて決定されること、
　制御加熱出力（４０）が、制御器（１０）において、温度決定パラメータである温度の
実際値（３３）と公称温度（３４）とから決定されること、
　全加熱出力（４２）が、定格加熱出力（４１）と制御加熱出力（４０）との和として生
成されること、及び
　前記温度決定パラメータが、制御加熱出力（４０）が安定に保たれるように後追い調整
されることで、修正されること、
を特徴とするセンサの電気的加熱のための制御方法。
【請求項２】
　前記センサの温度の実際値（３３）が、センサの内部抵抗の測定によって決定されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の制御方法。
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【請求項３】
　制御加熱出力（４０）の変化のダイナミクスが、故障した加熱装置、即ち制御加熱出力
（４０）の低下の診断のために用いられることを特徴とする請求項１又は２に記載の制御
方法。
【請求項４】
　前記センサの交換の検知が、制御加熱出力（４０）の評価によって行われることを特徴
とする請求項１ないし３のいずれかに記載の制御方法。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の制御方法を実施するための、内燃機関の排気ガス
システム内に配置されたセンサの電気的加熱のための制御装置において、
　特性マップ（２０）と制御器（１０）とが加算段階（２１）を通して接続され、それに
よって、センサの全加熱出力（４２）が特性マップ（２０）を通して決定された定格加熱
出力（４１）と、制御器（１０）によって決定された制御加熱出力（４０）との和として
生成されることを特徴とするセンサの電気的加熱のための制御装置。
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